
神秘家Henry David Thoreauの挫折

六 川 信

HenryDavidThoreau(1817-1862)の作品や日誌には, 自然観照の詩人,自然科学者,

政治社会批評家,古典学者,哲学者,超絶主義者,文学作家,測量技師等の顔が現われてい

る.研究家は,彼を節倹家,禁欲主義者,無神論者,変人,人間嫌いなどと論じてきた.こ

れらのどの側面をとっても,彼の全体像の一部を表わすにすぎない.彼を貫いて流れる実体

ないし本質は何であろうか.

文学史的視点からは,Thoreauは超絶主義を代表する作家の一人である.しかし,｢超絶

主義者｣は彼の本質を語るには不十分な言葉だ.何故なら,超絶主義は明確な思想体系ではな

く超絶主義者各々により色合いが異なるからである.彼の本源的な人物像についての定説は

ないのではなかろうか.それは, Thoreauがきわめてとらえにくい作家であることに起因

していると考えられる.さて,古来の神秘家を見るとき,その実像は常に把握困難であるこ

とに気ずく. Thoreauに神秘主義の光をあて距離をおいて彼を見るとき,その光が彼の内

面の深くに達し彼の其の姿を映し出すように思われる.従って,この小論では, ｢Thoreau

は神秘主義の実践家であった.自然観察やその記録などは彼にとって第二義的なことであっ

た｣という佼説をたて,その仮説のうらずけをしつつ, Thoreauの本質を検討したい.

1

Thoreauは,実体把握の困難な文学者であり彼の生前の親友にも其の姿は理解されてい

なかった. Thoreauの師 RalphWaldoEmersonのNature(1836)はThoreauに大きな

衝撃を与え彼の世界観形成の根底となったことは周知のことである.この Emersonですら

Thoreauを自然主義者 (naturalist)として理解していたにすぎない.この事実はEmerson

の追悼文 "Thoreau''に明白である. "Yet,hermitandstoicashewas,hewasreally

fondofsympathy,andthrewhimselfheartilyandchildlikeintothecompanyof

youngpeople,--Icannothelpcountingitafaultinhim thathehadnoambi-

tion."(1)このことばは,隠者,禁欲主義者としての Thoreau像を初めて世に示したが,

Emersonは禁欲主義の庇深く眠っているThoreauの本質的魂を理解できたかったのだ.

Thoreauに野望のないのは欠点だと述べているのは,神秘的合一の達成という冒険にいどん

でいた Thoreauの目標を洞察できなかった証拠である. Emersonは超絶主義の思想家で

Thoreauはその思想の実践家であったところに両者の本質的相違があ り(幻,神秘主義の実

践の中味は Emersonの理解を超えていたといえよう.神秘家 Thoreauをも Emersonの

思想の中に閉じこめておく意見があるが(3),それは誤りとしなければならない.
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Thoreauの晩年15年間の親友 ElleryChanningは "Ihaveneverbeenabletounde-

rstandwhathemeantbyhislife-･･･Whywashesodisappointedwitheverybody

else&C.Whywashesomuchinterestedintheriverandthewoodsandthesky

&C.SomethingpeculiarIjudge.''(4)"HisEastIndianstudiesneverwentdeep,--
"whatisOm?"heenterednot."(5)と述べているように, Thoreauの神秘的な面につい

ては全く無知であったと言ってよい.

HarrisonG.0.Blakeは Thoreauの弟子格で生淀にわたり書簡の交換を続けた.その

書簡から判断するとき,彼もThoreauの次元の高い霊的要素には気付いていなかったと見

てよい.Thoreauの霊的大志に気付いていたのは BronsonAIcottのみではなかろうか.

AIcott は, "Heislessthinkerthanobserver;a naturalistin tendency but

ofa mystic habit,and a genius for detecting the essence in form and

givingforththesoulofthingsseen.--Hismysticism isalikesolidandorganic,

animalandideal.〟(6)と述べる.Thoreauも彼を Honeofthelastofthephilosophers"(7)

と呼び, "atruefriendofman"(Walden,269)と称えている.

次に Thoreau研究家はどうだろうか.MarkVan Dorenは "Thoreau'sm ainproduct

wasnothing,andhismaineffortvain,hisownJournalbestbetrays."(8)と述べてお

り, Thoreauの神秘的実践については殆んど無知であったと思われる. ShermanPaul

も Waldenの年代に続くThoreauの生涯を絶望の時代と考えている. "Thelastdecade

ofThoreau'Slifewasadecadeofincreasinglyfrequentcrises,thetestimonyof

whichwasalltooclearinthethirteenJournalsoftheyearsfrom 1850to1861.

TheseJournalsrecordthedesperationofthespiritualseekerwhohaslosthis

communion."(9). この両者は Thoreau の神秘主義を無視しているに等しい. HelenA.

Snyderは東洋の神秘思想と Thoreau の思想を比較し,印度経典からの原文と Thoreau

の作品に表われた引用との実証研究を行っている的.しかし,Thoreauを神秘家として把

握してはいない.ArthurChristyは Thoreauの印度思想をかなり詳細に研究し,彼の神

秘主義を無条件で肯定している. TI10reauをニュー･イングランドの yogiと断定し印度

思想の影響を強調する.しかし,彼の主旨は,自分の思想の補強のために印度思想を借用し

たのであって本当の yogiにはなれなかったというものであるOD.JosephWoodKrutchは

Thoreauの神秘主義を論じた Christyの主張を再確認しているが Thoreauを神秘主義の

実践家としてとらえその実践 (mysticalpractices)について詳細に検討してはいない的.秤

秘主義者 Thoreau を最も詳細に論じているのは CharlesCalvinKopp である. 彼は

Thoreauをアメリカの神秘主義の伝統の中に位置ずけ世界の偉大な神秘家の列に加える.

自己と白魚との完全な調和の中で自然の中に神の啓示を発見し神との神秘的融合の実体験を

し,神秘家として成功者であったと論じている佃.
要するに, Thoreauが神秘家であるか否か,また研究家の結論の正否など,神秘主義の

視点からの Thoreauへのアプローチは議論の余地を残している.

2

Mysticism の訳語には神秘思想と神秘説があるという意見もあるが叫,Mysticism(神秘
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主義)と MysticalThought(神秘思想)は区別されなければならない.神秘主義には,ユ

ダヤーキリスト教的伝統の絶対的他者との union,spiritualmarriage,ウパニシャッドの

形而上学的ヨーガ体系の二者との合一体扱 Sam豆dhi,仏教の身心脱落の悟りの境地など諸

形態がある的. 神体畝では,修道の形態は神秘的であっても,証倍においては絶対者と自己

との融合という神秘的合一として規定できない的.

神秘主義という言葉は多義的であるが, 0ccultism を含め奇跡や超自然現象と結びつけ

た偏狭な意味に解してはならない.神秘主義の定義は移しい数にのはるが,二,三を挙げる.

｢神秘主義は,心の中に,また自然界の中に,生きた神の存在を実感しようとする試みであ

る｣(WilliamR.Inge)的.｢神秘主義は,いわゆる神秘不思議に対しての知的探求とは全

く異なったものであり,絶対者との間に意識された関係を創る営みである｣(EvelynUnder-

hill)的. ｢自己と自己よりはるかに偉大な,世界の魂と呼ばれるもの,すなわ ち絶対者との

結合が現われる内面的な状態が神秘主義である｣ (HenriS6rouya)的.東京大学出版会 『宗

教学辞典』(1973)には,｢神秘主義とは,神最高実在,あるいは宇宙の究極的根拠などとし

て考えられる絶対者を,その絶対性のままに自己の内面で直接に体験しようとする立場,そ

してその体険によって自己が真実の自己となるとする立場をいう｣と記されている.これら

の定義にも見られるように,神秘主義は見えない世界,心理学的に言えば無意識の領域にか

かわっている.日常の平常経験とは異なった合理的思惟を超えた直観的な独特な神秘体験を

その内容とする. この神秘体験はどんな特質をもつものなのか. WilliamJones,Evelyn

Underhill,岸本英夫,藤田富雄の所説を参考に,何人も認めうると思う神秘体験の特質を

簡明に要約してみようCO.(1)純個人的体験であり言語表現不能の状態,(2)直観的に心の奥ま

で透徹する思惟を絶した直接体験,(3)瞬時的に超絶的神性に触れる実体感,(4)心の歓喜と高

揚感,(5)自己の意識が停止したような受動的状態.

Thoreauは Emerson の弟子として熱心な超絶主義者として生涯を歩み出し,Emerson

からorganicな宇宙観を修得した軸.そして,自然の中に神の啓示があるから,自然に投入

し自然と融合することによって,物象としての背後に存在する時間と空間を超えた永劫なる

究桂の実在に到達することが真の生き方であると学んだのである.この自然との融合とか,

見えざる永遠なる真実在と自己の肉体に宿る霊的本体 (超絶主義者はクェーカーの用語を借

用し "innerlight"と呼んだ)の合一などということは,先に掲げた神秘体験の特質にてら

して考えると,きわめて宗教的であり神秘的なことである. Thoreauがこの神秘的なこと

の実践家-と変貌していったのは, Emersonの影響によるというより彼の導きで知った

『マヌの法典』 と TIieBhagavad-Gila との絶大な影響によると考えるのが至当であろ

う田.

Emersonの紹介で Thoreauが読んだ最初の印度思想関係の文献は,SirWilliamJones

の訳 TheOrdinancesofMenuAccordingiotheGlossofCullucaである.彼のJournal

に明らかなように,1840年から翌年にかけて耽読していった.彼はこの 『マヌの法典』から

宇宙の最高の神を知るには purityの原理を貫き静寂と院想を通してであることを学んだ.

"Menusaysthatthe"supremeomnipresentintelligence"is"aspiritwhichcan

onlybeconceivedbyamindslumbering."Wisdomandholinessalwaysslumber;

theyareneveractiveinthewaysoftheworld."(Jouynal,March,1841)め.院想と禁
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欲と孤独を求めて Walden湖畔の独居生活に入る動機となったのは,当時流行の森への隠

棲生活への追従というよりも 『マヌの法典』の教義の影響であった.従って,彼は真剣にそ

の生活にとりくんだ. それは HIwenttothewoodsbecauseiwishedtolivedeliber-

ately,･･････"で始まる独居生活の目的を語るかの有名な一節 (Walden,90-91)に端的に暗

示されている.

Thoreauが神秘主義の実践家へと metamorphosisするのに大きな影響を及ぼしたもう

一つの聖典は TheBhagavad-Giia朗 である.彼は,19世紀の標準版となっていたWarren

Hastingsの序文のある CharlesWilkinsの訳 TheBhagavai-Geela(London:Nourse,

1785)で読んだ.独居生活を開始した1845年の冬のことである.その後,Gitaは Thoreau

の生涯の愛読書となる.彼は A Weekの中で, HThereaderisnowhereraisedinto

andsustainedinahigher,OrrarerregionofthoughtthanintheBhagvaトGeeta.

･･-･Itisunquestionablyoneofthenoblestandmostsacredscriptureswhichhave

comedowntous.''(W.I.142)と Gitaを称え,"It(-theOrientalphilophy)only

assignstheirduerankrespectivelytoActionandContemplation,orratherdoesfull

justicetothelatter.Westernphilosophershavenotconceivedofthesignificanceof

Contemplationintheirsense."(W.Ⅰ.142-143)と述べている.この聖典から Thoreau

が学んだ最大のものは静かなる院想であったことはこの引用文からも 明らかである. Giza

の影響という角度から考えるとき,グィシェヌ神は Brahma と同一祝されクリシェナはヴ

ィシェヌ神の化身であるから,A Weekの〃everlastingSomething''(W.Ⅰ.182)と "the

Universal Soul''(W.Ⅰ.131),また Walden の 〃theperennialsourceofour life"

(Walden,133)は Brahmaと一致すると考えていい.従って,Thoreauの目指したことは現

象界 (maya)-の依存から脱却L Brahmaとの融合にあったと換言できる.こう見てくる

と,Thoreauの希求した根源的実在 (theUltimateReality) は東洋の神秘家の求めたも

のと塀似している,と言えるだろう.

Thoreauは1849年11月 HarrisonG.0.Blakeへの書簡で "∫wouldfainpracticethe

yogafaithfully.- ･･･Iamayogi."餌 と述べ,Journalで "ThefactisIamamystic,

atranscendentalist,andanaturalphilosophertoboot.〟(March5,1853)と自称して

いる.この言葉は,ワシントンの科学振興協会の事務局から科学の関心のある分野の回答を

釆められ,当協会-の加入をすすめられた,という記述に続いて記されている.この文脈の

中で考えるとき,これを神秘家 丁血oreauの高らかな宣言と解していいだろう.事実,1847

年以降 JeanLouisRodolpheAgassizの影響の下に自然科学への興味がかきたてられてい

ったが餌, WalterHardingや MiriamAliceJeswineも述べているように,神秘家とし

て生きる Thoreauの膜望は生涯にわたり不変であった.彼は上記の二大聖典から神秘主義

の実践の方法を借用し,神秘家の道を歩み深めていったといえる.

3

神秘家に入る第一要件は,日常生活を浄化し事物-の欲望と執着を離脱し清貧と至誠心に

生きることであり,院想によって精神の純化と高揚をはかることであ る. これは Plotinus

以来幾多の神秘家の伝統的常套的手段であった.Thoreauがこれを 『マヌの法典』とGiia
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から学んだことは先に述べた.次に彼の神秘主義の実践について考察する.

当時の NewEnglandにはまだ簡素と禁欲の生活理念は残っていたが,都市化が進み酉

漸運動が高まり,人々の心は富の追求へと向いていった.神秘家 Thoreauは都市に充満す

る機械物質文明の害毒を排撃し,富を求めて西部-進む人々を蔑視した.彼は同時代の人々

の富を求める流儀を拒否し衣食住にわた る 日常生活を簡素化した. これは Walden の

"Economy"の章にくわしく記されている."Simplicity,simplicity,simplicity!-Simplify,

simplify."(Walden,90-91)この言葉は彼の生活信条であり生涯にわたる基本的教義であ

った.生活の余分な虚飾を取り除き内面生活の向上を求めたことは次の引用からも明らかで

ある. "Mostoftheluxuries,andmanyofthesocalledcomfortsoflife,arenot

onlynotindispensable,butpositivehindrancestotheelevationofmankind.With

respecttoluxuriesandcomforts,thewisestIlaVeeverlivedamoresimpleand

meagerlifethanthepoor.''(Walden,14)この一節には印度聖典の影響が顕著である.

俗世から離脱し過去をすっぽりと捨て去り,因習と伝統を放棄し,事物への執着を脱するた

め,彼は簡素化の原理を極限にまで押し進めていった.この彼の有り様を知るとき,我々は

俗界を捨てたヨ-ガ行者の姿と Thoreauの類似に気ず く.

都市文明に決別した Thoreauは,『西部』(-Arcadiaとしても自然)への Saunterer=

HolyLanderとなった的.聖地巡礼者はひたすら｢歩く｣のだ."IthinkIcannotpreserve

myhealthandspirits,unlesslspendfourhoursadayatleast-anditiscommonly

morethanthat-saunteringthroughthewoodsandoverthehillsand丘elds."(W.V

207)彼の歩みはサ ドゥウ (ヒンズー教の修業僧)や山獄修行僧の行と,苦行の点で異質では

あるが,聖地-の儀式として極めて摂似している.歩くことが事業であり職業なのだ,と彼自

身が述べる.歩くという単純な身体的行為の反復は精神集中を生み出すものであり,千日回

蜂にも見られるように,宗教的修業の術である. "∫amalarmedwhenithappensthat

Ihavewalkedamileintothewoodsbodily,withoutgettingthereinspirit."(W.

Ⅴ.211)彼は身心両面で歩む.身心の修業は不立文字の境地-の不可欠の条件でもあること

を我々は思い出す.

Thoreauが好んで赴くのは原生林で覆われた人跡未踏な沼地であった."Ienteraswamp

asasacredplace,asanctumsanclorum."(W.V.228)そこは, 自然を敬虎祝し自然の

生命と調和して生きた無垢で清純素朴な古代人の原始世界を暗示しており,霊感と直覚力を

鋭敏に保持し自己の innocenceを保つ最適な場所なのだ.夏は毎朝,Walden湖で水浴を

したが,ガンジス河の水とまざり合うその水での水浴は清めの宗教的儀式であった.そもそ

もWalden湖そのものが神秘家Thoreauの目指す境地の象徴であった."Igotomywell

forwater,andlo‡thereImeettheservantoftheBramin,priestofBrallmaand

Vishnuandlndra,whostillsitsinhistempleontheGangesreadingtheVedas--
Imeethisservantcometodrawwaterforhismaster,andourbucketsasitwere

gratetogetherinthesamewell.ThepureWaldenwaterismingledwiththesecred

wateroftheGanges."(Walden,298)

Thoreauは孤独を愛した."Ⅰ丘nditwholesometobealonethegreaterpartofthe

time･--Ilovetobealone.Ineverfoundthecompanionthatwassocompanionable
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assolitude.〟(Walden,135)彼は人との交わりより自然を愛したのだ.独居する小舎の戸

口に,孤独と静寂の中,日の出前の水浴の後正午まで坐っていた Thoreauは,夜の トウそ

｡コシのように成長するのだった.院想の意味を悟ったのである.天険のいかんにかかわら

ず自然を遣造したのも,植物群や動物群の研究より言葉で表現困難な境地を発見したい神秘

家の願いからであった軸.
Thoreauは,清貧,禁欲,孤独,無垢な荒野との共感,院想による精神の高揚と意識の

無限への拡大など,神秘家に入る要件をそなえていた.重要なことは,彼がこれを一つの思

想として集大成する意思は全 くなく,自然との霊的融合を求めてひたすら近遷し院想にふけ

ったという事実である.彼を神秘主義の実践家と呼びうる十分な理由がここにある.

4

次に, Thoreauの神秘体験について考察する.夏にワイシャツの袖をまくり上げて石

の多い湖の岸を歩いているとすべての物が常と変わって親しみ深く感じられるのだった.

Thoreauは,この体験を Waldenの "Solitude"の章の冒頭で次のように記している.

Thisisadeliciousevening,whenthewholebodyisonesense,andimbibes

delightthrougheverypore.∫goandcomewithastrangelibertyinNature,a

partofherself.-alltheelementsareunusuallycongenialtome.-Sympathywith

themltteringalderandpoplarleavesalmosttakesawaymybreadth;yet,likethe

lake,myserenityisrippledbutnotru爪ed.Thesesmallwavesraisedbythe

eveningwindareasremotefromstormasthesmoothre8ectingsurface.(Walden,

129)

この一節について, JohannZimmermanの SoLitudeの影響があるという説もあるが69,

Thoreauの実体験があったことは確実である. "evening"の語がその証しの錘となってい

る.太陽が西-沈む直前の時は,禅的に言えば陽が陰に変わる時であり,天地と共に自己が

死にきっていき大自然との一体感がわき易い時なのだ.この夕暮れどき, Thoreauは院想

しつつ独りで歩いていた.心は静寂そのものだ.木の葉にすら共感し彼の息はつまりそうだ.

彼は自然と一体になっている.森の小舎に住みはじめて数週間たった頃,静かに降る雨の日

にも,彼はこの境地を体験する.

Iwassuddenlysensibleofsuchsweetandbene丘centsocietyinNature,inthe

verypatteringofthedrops,andineverysoundandsightaroundmy血ouse,an

in丘niteandunaccountablefriendlinessallatoncelikeanatmospheresustaining

me,asmadethefanciedadvantagesofhumanneighborhoodinsignincant,andI

haveneverthoughtofthemsince.Everylittlepineneedleexpandedandswelled

withsympathyandbefriendedme.Iwassodistinctlymadeawareofthepresence

ofsomethingkindredtome,eveninsceneswhichweareaccustomedtocallwild

anddreary,andalsothatthenearestofbloodtomeandhumanestwasnota
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personnoravillager,thatIthoughtnoplacecouldeverbestrangetomeagain.

(Walden,132)

〃ThegroveswereGod'Sfirsttemples."ほ William CullenBryantの詩 "AForest

Hymn"の中の有名なことばだ.ロマンチシズムの詩人,Wordsworth,Emerson,Whitman

等にとって神は自然と同一であり自然は神の一部であった. Thoreauはその意味をこめて

Natureを大文字で書く. EdwinFussellも言うように, "anin危niteandunaccountable

friendliness"は明らかに神を指す榊.Thoreauが一番近 く住みたいのは, "theperennial

sourceofourlife"であると彼自身が語ってもいる (Walden,133).彼は,雨音,松の薬,

彼を囲続するあらゆる情景に共感し,最深において彼と自然界は同じ一つの源泉につらなる

という一体感を意識している.この主客の一体感が最高の高まりを見せているのは,〃Iwas

sodistinctly･･-･"以下の文である.彼の心はまわ りの自然と同化してしまっている.生命

のある植物のみでなく,水,育,風景などとの共感は融合の深さを物語る.自然に融合しよ

うとする静的な受動的態度によって人間に本性的に存在する未来へ前進しようとする能動性

が消え完結した存在感に満ち,彼は ｢永遠の今｣に停止しているのだ. "Ineternitythere

isindeedsomethingsublime.Butallthesetimesandplacesandoccasionsarenow

andhere.Godhimselfculminatesinthepresentmoment,andwillneverbemore

divineinthelapseofallages."(Walden,97)

この神秘体験は若き日に限られてはいない..彼の晩年にも見られる.拘置所の入口に沿い

執着心を捨て去りゆっくり歩いている時にも体験 する."Suddenly,in somefortunate

moment,thevoiceofeternalwisdomreachesmeeveninthestrainofthesparrow,

andliberatesme,whetsandclarifiesmysenses,makesmeacompetentwitness."

(Journal.May12,1857.)Thoreauは真に物が見える境地にある. Koppは,生存の無

限の膨張感によって永遠の英知を直祝したのだ,と説明していがカ.

こう見てくると,Thoreauは生涯にわたり真の神秘家に至るための修業の実践家であり,

その道程において神秘体鮫をしたといえる. この体験により彼は自然と人間は一つである

ことを知ったはずである. これはきわ め て東洋的な体験であった. lIawthorneの短篇

"YoungGodmanBrown"では森林は悪の象徴として描写されているが, これは初期ピュ

ーリタンの自然観でもある.自然を人間の征服の対象と考えたのは西欧の古来の考えであっ

た. Thoreauにとって,自然は恵み深く自己と一体のものであった.彼は荒々しい自然も

描いたが,その中に神々しい畏怖の念を感じとっていたことは注目されなければならない.

以上述べて来たように,神秘家 Thoreauの第一義は自己の新生のための行の実践であっ

た.従って,彼が政治社会に日を向けるときも,変革さるべきは社会ではなく個人の側に求

めたのは当然であった."ACaptainJohnBrown"に例をとろう.Thoreauはこの評論で

Brown大尉の革命的態度を高い調子で称讃している.大尉は妥協を排し良心に従って生き,

自己の奴隷解放の主張を--パーズ･フェリー占拠によって示した.大尉の良心と実践の一

致こそ Thoreauが高く評価した点であったと言える.
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人間の精神は他者が入り込めぬ部分が大きいが, Thoreauの神秘体験の深さについて考

察を試みる. 神秘家の彼が 自然と深く融合するという神秘体験をしたことは前に述べた.

Koppは Thoreauが自然との完全な一体感の中で自然の中に神の啓示を発見し,永遠の生

命の本源と共にあり,観音と高揚と悦惚の神秘体験をした世界の神秘家の一人だ,と論じて

いる.彼は, "Likeallmystics,Thoreauwasamanofoneidea,and仙atideawas

theattainmentofmysticalunionwithGod.-hisindividualsoulbecameunited

withtheSupremeSoul.-"餌 と述べる.WalterHardingも "BasicallyThoreau'slife

wasahappyPne."田 と結論する. ReginaldL.Cook も天の啓示に焦点をしぼるピュ

ーリタンの神秘家と自然との調和に生きる 自然神秘家 Thoreauを明確に区別した上で,

"Thoreau'smysticismconsistedratherinopeningthanclosingtheeyes,andin

feelinginwardlyenrabboriwiththeoutward."朗 と述べる. "unionwithGod"や

"rapportwiththeoutward"の言葉が示すように,これらの批評家はユダヤ-キリスト教

の伝統の神秘主義の視点から論じている.前述したように, Thoreauは印度聖典から神秘

主義の実践方法を借用したのではなかったか.

ウパニシャッドでは,ヨーガの修業者は現象的世界から離脱L鎖在意識の働きの消滅後,

神秘的直観をえて Atman(個人我)と Brahman(最高我)とが合一するアートマン観兄の

境地,即ち ｢焚我-如｣の状態に入るという田.ヨーガ行者の中で Sam豆dhi(三昧)の境地

に達する者,あるいは禅の不立文字の段階に到達する者は,修業者の中の少数であると言わ

れている. Thoreauは,自己の呼吸と宇宙の呼吸とが合体し不則不離になり,宇宙に深く

融合し,甘美感が偏満し,静かで豊かでバランスのとれた無理のない心の状態に到達しえた

のだろうか.

最近の脳解剖学によれば,神経以外に大脳皮質に直接の伝達路があることが解明されてお

り,この伝達路が霊的能力に関係しているらしい.だから,人間には誰にも,自己自身の精

神を徹底してきわめていくとき,自然と同化した り神の蹟現の感じをもつという神秘感,つ

まり見えない糸を見抜く魂の目が,ある程度までだれにも備わっていると言える餌.それ故,

例えば WilliamJamesが列挙しているように,この体験の記録は多い. Thoreauの神秘

体験をこの範噂に入れている心理学者もいる的. Thoreau自身,自然との共感の神秘体験を

絶対無の深さまで押しやりそれが破れて観書と至福の喜びにしたるという身心-如の境地に

到達しえなかった,というよりその前でとどまっていたように思われる.彼は Journalで,

HItisthemarriageofthesoulwithNaturethatmakestheintellectfruitful,that

givebirthtoimagination"(Åug.21,1851)と語っており, "themarriageofthesoul

withNature"の言葉は東洋の神秘家の言葉ではない.Tl10reauの禅味を深く研究したR.

H.Blyth も Thoreauの浅さと禅の深さには十分な配慮を欠いていると思われる榊.誰で

も春の花咲く高原に出たり,原生林の中に独 り入った りすれば,自然と自己の一体感或は自

己が自然に溶け込んでいると感じるものである.早朝は Thoreauの生命の再生の時であっ

たが, 日没時は前述したように, 自然との合一にふさわしい時だった. "Ihavecometo

thishilltoseethesungodown,torecoversanityandputmyselfagaininrelation
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WithNature."(♪〝r伽J,June5,1854).

Thoreauは自己と自然の融合の神秘体験は語るのだが,その時の心の歓喜と高揚感はさ

して述べていないことに我々は気付く.其の神秘体験の頂点は,融合の瞬時における絶妙の

歓喜が,退転することなく,そのまま,自己の平生の境地となるに至った状態である,と言

われている榊.この観点からThoreauを見るとどうだろうか.IWalden湖畔での神秘体験

の六年後の日誌に "HereIamthirty-fouryearsold,andyetmylifeisalmostwholly

unexpanded.Howmuchisinthegerm!Thereissuchanintervalbetweenmyideal

andtheactualinmanyinstancesthatImaysayIamunborn.''(July19,1851)とあ

る.これを彼の真実の告白と受けとめるべきだろうW.ここには,満足しきれない彼の心情

が切切と吐露されている.絶対者との合一の境地を仰望し,神秘体験をもちつつなお,一つ

満たされぬうずきのあったのは何故であろうか.

Thoreauは A Weekで "Weneedprayfornohigherheaventhanthepuresenses

canfurnish,apurelysensuouslife.･.･Theearsweremade,.notfor.suchtrivial

usesasmenarewonttosuppose,buttohearcelestialsounds.-Theeyeswere

made.-tobeholdbeautynowinvisible.MaywenotseeGod?"(W.I.408)と述べ

る.この言英から,意識的自己の根底にある ｢みるもの｣によって神を見る彼の態度が明白

である.また,浄化された純粋な感覚的生活によって ｢みるもの｣を鋭敏に保とうとした態

度もうかがえる.音域をこえて聞き,視界のかなたを見る彼は,｢みるもの｣によって永遠

なる一着に触れたのである. "Isee,smell,taste,hear,feel,thateverlastingSome-

thingtowhichweareallied,-"(W.I.182)しかし, 肉体的感覚は神秘的洞察の其の

手段となりえず, ｢みるもの｣に止まっている限り,理性を超越した ｢絶対的自由｣の境地

には到達しえない.神秘の世界で絶対的自由を享受するためには,徹底した無執と自我の滅

却が不可決であり,｢見｣の域を脱した二の-ではない ｢無私｣の盛地が要求される剛.

Thoreauは自己主張と反抗の精神をもち動的個人主義の本性をもっていた.水の如く器

に従って生きる静的な受動性に徹する性向は薄かった.これは ｢無我｣の境地に至る障害と

なった.従って,印度聖典の中に静的な院想を学んだがそれに徹しきれなかったのだ.

Thoreauは,神秘家に至る常套的手段をとった. しかし,その方法において間違ってい

た.孤独を愛し院想にふけったが社会から隔絶し静寂と院想に沈潜したのではない.禁欲と

清貧に生きたが物質と肉体からのそれであり,自己を追いつめJbの貧しさをもって豊かさに

転ずるまで自己減却を実践したのではない.神秘家を志向し自然に没入したが長年に亘って

俗界から離脱することはなかった. 彼はヨーガ行者のような 自虐的禁欲や苦行は行わなか

った.我執の修羅を乗りこえ,無心になり,没自我の境地にまで到達できなかったのは,

Thoreauには絶対的なものを激しく追求する態度がないからである的.身心両面で歩むと

述べても身心-如の世界まで歩みを徹したのではない.

神秘家を自称LGiiaの説く神秘主義の極点を憧惜しつつ生きた Thoreauは,証悟の体

験をもった智課や山崎弁栄や大森習支,更に MeisterEckhartや十字架のヨ-ネのように

無神秘のまま一大神秘に到達しえた一群の大神秘家たちに比肩しえなかったのである.前述

したように,要するに,彼の方法がヨーガ行者や禅の修業僧の方法と摂似していても,その

実践の根本において間違っていたからだ,というべきであるCL9.



84 長野工業高等専門学校紀要 ･筋10号

『マヌの法典』や Gilaの Thoreau-の影響は絶大ではあったが,彼の骨髄にまでは達

しなかったと結論できる.彼の神秘主義は東洋の神秘主義の影響ほうけたが,本質的にはロ

マンチックな naturemysticであり西洋的な神秘主義であるといえる.さりとて,Plotinus

や MeisterEckhart等のように魂の根源的存在である絶対的一着との深い神秘的合一を達

成したわけでもない糾.

神秘家 Thoreauのこの挫折感が益々彼を自然-没入せしめていったのではなかろうか.

生来の自然愛好心に加え,この挫折感が原動力となって,露大な日誌を残さしめたと考える

こともできよう.この点の病蹟学的検討は今後の課題としたい.
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